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解析を行った。単純立方格子:密度(=原子数/格子点数)がYs(1) ， 74'(3) , %(3) , 72'(3)，の所で秩序
状態が出現可能で、ある(( )内は，秩序状態の数 )0 1 次元鎖:密度が74'，73'，%，，72'の所で秩序状態存
在可能で、ある。正方格子:密度が75'，74'，73'，%"Y7，72'の所で秩序状態出現可能である。三角格子
:密度が77 ，75'，74'，弘 , 77 , ~{O ,73', %, %" 11で干知亨状態出現可能で、ある。(以上の格子は
すべて第 3 近接相互作用まで取り入れている。)又，具体的な問題への応用として， W(110) 面上
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て k 番目まで( kは有限の値)の格子点にある他の粒子と相互作用をもっとする。相互作用は kによ
って異なる値をもっ相互作用定数 J Kを用いてあらわされる。このモデルは磁場の下にある Ising spin 
系と等価であり，異方性の大きい反強磁性体の磁化過程の議論に用いられる。また表面上の吸着原子








ある粒子対の総数を Pk とするとき LKWKPK詮 f(x) の形で与えられる。 x はトーラス面上での粒子の
濃度である。鏑木君は格子構造に応じて， Wk と f(x) を決める一般的な方法を与え，有用な不等式を簡単
に導くことに成功した。それを応用して， 1 次元で k=3 まで， 2 次元正方， 3 角格子で k=3 ，面
心直方格子( 2 次元)で k=7 までの場合の基底状態を任意の Jkについて求めている。すべての場合
について数学的に厳密に基底状態を求めることに成功したとはいえないが，不等式の方法が最も有力
な方法であることを確立したものといってよい。論文の後半では，タングステン (110) 面上での Na
原子の秩序配列状態を論じ，実験で見出されている X=}'3， X ，)iでの干知芋配列の出現条件を決定す
るとともに，相互作用の物理的起源にも考察を加えている。また有限温度では中間的な干知子配列が出
現する可能性もはピめて指摘した。
鏑木君の研究は広範囲の問題に新しい視野を与えるものであり今後の発展が期待される。結論とし
て本論文の内容は理学博士の学位論文として充分なものと認める。
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